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日   時 ２０１８年３月１０日（土）１１時～１４時３０分 

場   所 千葉スカイウィンドウズ 東天紅 Tel. 043-238-5555 

 千葉市中央区新町1000番地 センシティタワー 23階（そごう脇のビル） 

 JR千葉駅中央改札口を出て右側のエスカレーターを降り、SENCITY TOWER 方向にお進みください。  

会   費 7, 0 0 0 円（着席スタイルの中華料理） 

プログラム 受  付 １０：３０～  総 会 １１：００～１１：２０ 

 講  演  １１：２０～１２：２０ 

   

  

    

 

 

 懇親会 １２：３０～１４：３０ ご昼食 ご歓談   

※ 出欠については、以下の２通りのいずれかの方法にて、２月９日(金)までに 

 ご連絡ください。メールにはお名前、卒回、住所、電話番号を明記して下さい。 

  1. メール tsuda1864@gmail.com  2. 裏面の葉書（要62円切手） 

※ 参加される方は、２月２３日(金)までに同封の振込用紙にてご入金ください。 

  （住所・氏名・卒回を明記してください。） 

  ２月末日以降のキャンセルの場合ご返金いたしかねますので、ご了承ください。 

※ ご不明な点がありましたら、メール tsuda1864@gmail.com 又 はFax 0 4 3 - 2 9 5 - 8 3 8 3にてご連絡ください。 

  お子様のご同伴についてはご相談ください。  ※ 今回の総会・懇親会は、一般社団法人津田塾大学同窓会助成事業です。 

旅・英語・インターネットの達人 渡辺 節子 様 （英大11回） 

『How to be a Good Traveler-秘伝！極め付きの旅行術』 

講演者プロフィール： インターネットを使った発信型英語教育の先駆者で、異文化理解、日本

文化紹介をテーマにした大学生用テキスト・Webテキストを含む編著書多数。学生に英語、異

文化理解を教えながら海外旅行を企画催行。コロンビア大学大学院英語教授法修士。 

日本IBM、東京銀行、JTBに勤務後、SHE Japan設立。元青山学院大学客員教授、日本旅行作家

協会中東欧・南アフリカ代表   http://www.shejapan.com  mail: travel@shejapan.com 

千葉スカイウィンドウズ 東天紅 
素晴らしい眺望です！ 

 新春のお慶びを申し上げます。 第７回千葉支部総会・懇親会のご案内を致します。 会場は千葉駅近くの東天紅で、

高層からの眺望が綺麗な所です。津田で学んだ同窓生と、世代を超えて楽しく交わる場として頂ければと思います。 

 講演者は、１００余国を旅した経験をもとに、長年大学で英語、異文化理解を教えながら、海外旅行を企画催行して

きた渡辺節子様です。海外で見聞きしたことを教材にして、学生と共に多くの教科書、Web教材を作成なさいました。 

僻地や旧ソ連圏など特殊地区の海外ツアーの企画催行もなさっています。今、世界の情勢は刻々と変化し、自国第

一主義という傾向が顕著になってきているように思います。そのような状況下、グローバルに活躍なさっている講師から

臨場感溢れる世界事情や旅作りの秘訣等をお聴きすることにより、私たちの視野も一層広がってくるものと期待します。 

 次年度から支部運営は船橋地区に替わります。同窓会の輪がますます広がることを願っております。 

                                                  千葉支部長 宇都宮芳子（数大１６）  



第６回 千葉支部総会（海浜幕張 謝朋殿） ２０１７年３月１２日 

出席者63名 和気藹々とご歓談♪ 

テーブル対抗のクイズ大会で 
盛り上がりました♪ 



第６回千葉支部総会講演 『難民問題を考える－難民女性の視点から－』  

  

津田塾大学同窓会 第７回千葉支部総会・懇親会 

       ご出席       ご欠席 
 

 

                    

                               

                               

  

お名前                      卒業回数 

ご住所 〒 

Tel                E-mail 

通信欄 
 

出欠連絡は、こちらの葉書を

切り取って使用されるか、

メールでお願い致します。 

葉書をご使用の場合は62円

切手をお貼りください。 

メールでの連絡先： 

tsuda1864@gmail.com 

国連難民高等弁務官事務所(UNHCR)の駐日副代表小尾尚子様による難民問題に

ついての講演には、多大な反響をいただきました。出席者の皆さまの声を紹介します。 

常日頃考えたこともなかった問題提起がありました。例えば 

「女性が難民になるのはどうして、どのようにしてなるのか？」 

難民になったあと、シングルマザーの難民は父親不在の家族で 

どのような生活をしているのか？そもそも「難民」とは何を指し

て使う言葉か？子供たちの教育環境の劣悪さ、児童労働の現実、 

女性への搾取差別、女性に特化したプログラムの問題点等々。 

これまで漠然と想像するだけで考えることがありませんでした。

リアルに難民の現実を伝えて頂きました。 

普段何気なく聞いていたニュースに関

して、本日の話を聞くことで大変身近

なものとして感じることができた。 

同時に日本が何をできるのか、何をし

たらよいのかを考えさせられた。 

たまたま平和な日本で暮らせている自

分だが、このままではいけないと思った。 

このような場に出席したからこ

そ聞ける話だったと思います。 

同じ時代なのに生まれた場所、

国が違うためだけで全く違う人

生を歩まなくてはいけない。 

何のために誰のために紛争をす

るのか。戦争は全世界で止めな

ければいけない。 

今日の詳しい講演内容を拝聴し、本当によかった

です。まず自分ができる慈しみ、友愛の心を持ち、

足元からできることを意識してみようと思いました。 

UNHCR小尾尚子様の講演 

とても有意義なお話でした。難民の意味に

ついて考えるよい機会になりました。 

世界の中の日本の役割、そして私個人の出

来ることなど思い描くこととなりました。 

日本にいると難民というのが実感できな

かったが、思いのほか大勢いらっしゃるの

で驚いた。UNHCRは海外だけで活動と思っ

ていたのでそれも無知だったと判った。 

@UNHCR/A.McConnell 

@Massimo Sestini 

@UNHCR/S.Baldwin 

近況等を次号会報に掲載させていただく場合があります。 



 2017年7月、福島県広野町の県立ふたば未来学園高

校にて「動きで英文創作」のクラスをしました。津田塾大

学英文学科早川敦子教授による企画です。 

 最初にアイルランドの作家クララ・クマガイさんがYeats

の詩を朗読し、私が踊りました。 

62円 
切手 

〒267-0066 

千葉市緑区あすみが丘4-32-7 吉田方 
 
 津田塾大学同窓会千葉支部 行  

千葉市 272 流山市 83 印西市 28 

柏 市 158 我孫子市 66 白井市 27 

市川市 156 佐倉市 57 鎌ヶ谷市 21 

船橋市 155 八千代市 56 野田市 20 

松戸市 155 習志野市 52 四街道市 19 

浦安市 85 市原市 35 その他 148 

千葉支部 地域別会員数 

2017年10月現在 総会員数 1593名 

「スノードロップ」 

 Yeatsの詩に対して生徒たちが創っ

た連詩を踊る前に、窓から見える火力

発電所の煙突に気づき、依然として彼

らが毎日見ている現実かと思うと泣き

そうになりました。涙を堪えて彼らの詩

になることに集中し、「血を流す幽霊」、

「死んだマイケルとの出会い」、「宇宙に

ゆっくり消滅」他を踊りました。喪失を連

想させる言葉が全て動きで繋がり、作

品となりました。早川教授の「繋げる事

の大切さ」という言葉に感動しました。 

何層もの落ち葉を抜けて咲く花のように、福島の若者が

心の瓦礫から立ち上がる祈りを込めて踊りました。 

 昼休みに生徒たちは、将来の夢を語りました。「先生に

なりたいけど演劇もやりたい。」「Appleで働きたいけど声楽

もやりたい。」 私は「全部できるよ！」って肯定しました。

私も高校生の時「世界で舞台を創りたい」と書いたことを

話し、「全部出来るよ！やってね！」と背中を押しました。 

 副校長南郷氏の、地域や生徒に関する説明の中に、原

子力産業家庭と農業家庭の共存のヒントを頂きました。

互いの立場の違いを超えた共通の土台での表現、そして

演劇創作が印象的でした。何よりも自分を表現し夢を語

る素敵な高校生達に出会い、未来への希望を持ちました。 

 最後に、哲学者エミリー・グロッショルツの詩への踊り「ス

ノードロップ」を、クララさんの朗読と、筋ジストロフィーの少

年が作曲したオルゴールの音に合わせて踊りました。 ふたば未来学園高校の生徒たちと津田の学生 

福島ふたば未来学園高校と津田塾大学の交流授業 

特別寄稿 

 

この２年間楽しく活動させて頂き

ました。殆ど面識がない者同士

が役員となりスタートしましたが、

とてもいいチームになったと思

います。総会・懇親会へのご参

加を心よりお待ち致します。  

   千葉地区 会報担当 大井智子 

 

 

 

 

 

出欠のご連絡は２月９日まで

にお願い致します。 

メールでの連絡先： 

 tsuda1864@gmail.com 

編集後記     

会員からのお便り  

 会社で毎日英語を使って仕事ができ、きちんとした英文作

成や英語での対応を任されているのは、全て津田での学
びのおかげと感謝しています。 （国大13） 

 社会で仕事をしながら生きていくために、必要なことを学べ

たのは津田塾大学でした。今後も沢山の若い女性たちに、

津田での素晴らしい時を過ごして頂きたいです。（国大30） 

 障害のある息子が成人すると、今度は実父の介護。英語

とは全く離れてしまいましたが、息子の療育や福祉の勉強
に向き合って楽しく頑張れるのは、津田在学中に学ぶ習

慣を身に付けたからだと思います。（英大29） 

佐 藤  道 代 (国大19回) 舞踊家  
市川市にてイサドラ・ダンカン国際学校日本支部を運営 


